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はじめに 

 

 当協会が受託したヒメバラモミ保護管理調査事業は、本年 5 月初旬

の八ヶ岳西岳国有林への遺伝資源林の造成及び 8 月下旬の生育調査を

以って終了しました。 

 当該事業は、平成 16 年度を初年度として、平成 16 年度には八ヶ岳

地域のヒメバラモミの概況調査を、平成 17 年度は南アルプス地域で

同様な調査を行いました。 

その後接ぎ穂の採取を、平成 18 年度は八ヶ岳地域、平成 19 年度に

は南アルプス地域で行い、平成 19 年 5 月下旬に、当協会北海道江別

苗畑で両地域の採穂を用いて接ぎ木を実施しました。 

当初計画では、接ぎ木苗木の山出しは、接ぎ木後 2 生育期間を過ぎ

た平成 21 年の春期に行うこととしていましたが、苗木の上長伸長が

思わしくなかったことから、山出し期間を１年間延長し、平成 22 年

春期に行うこととしました。平成 21 年度は、接ぎ木後の生育期間が

3 年目でしたが、当年度の上長伸長は非常によく、過去 2 年間の合計

伸長量と同程度伸長し、台木部分及び上長伸長部分も太く逞しく成長

しました。また根系もよく発達しました。 

平成 22 年度の遺伝資源林造成のための苗木山出し及び植栽は、当

初 4 月下旬を予定していましたが、4 月の接ぎ木苗床の積雪が例年に

比較して多く、4 月下旬の苗木掘り取りが困難であったことから、北

海道での苗木掘り取り、梱包は 5 月 1 日、遺伝資源林への発送は 5 月

2 日及び植栽は 5 月 6 日としました。 

遺伝資源林は、八ヶ岳西岳国有林に八ヶ岳地域遺伝資源林及び南ア

ルプス地域遺伝資源林の両遺伝資源林を造成しました。八ヶ岳地域遺

伝資源林は、西岳国有林 1333 林班 1.18ha に 69 個体 372 本を植栽し、

南アルプス地域遺伝資源林は、西岳国有林 1334 林班 1.16ha に 65 個

体 372 本を植栽しました。ほぼ計画通り植栽出来たと考えております。 



苗木の掘り取り、梱包、発送から植栽については、健全な苗木の植

栽を目的としてその期間の短縮と、遺伝資源林の個体配置図に沿った

正確な苗木の植栽について、特に留意しました。 

当該事業は、中部森林管理局が予算事情の厳しい中で、生物多様性

確保についての極めて意欲的な観点から事業を実施されたわけですが、

前例の無いこの様な事業に踏み切られた中部森林管理局の決断に敬意

を表しますとともに、当該事業の実施という機会を与えていただきま

した当協会としましては、誠に有難く感謝申し上げます。 

当該事業の実施に当たり、社団法人ゴルファーの緑化促進協力会に

は、長期間にわたり協賛をしていただきました。誠に有難う御座いま

した。 

事業を実施するにあたり、事業の方向性等を検討していただくため

に、検討委員会等を設置して、多くの委員の方々のご意見を頂きなが

ら事業を進めて参りました。 

また、事業実施に当たっては、独立行政法人森林総合研究所勝木俊

雄氏（現群落動態研究室主任研究員）、げんごろう工房代表田中智氏

及び飯田市美術博物館客員研究員明石浩司氏には、大変お世話になり

ました。 

さらに関係市町村その他関係の方々にも大変お世話になりました。 

以上関係の方々に厚く御礼申し上げます。 

これを契機に、多くの方々が樹木の絶滅危惧種の増殖・保存に関心

を持たれ、これら事業が少しでも推進されることを期待致します。 

 

 平成 22 年 10 月 

                    社団法人 林木育種協会 

                    理事長  栄 花  茂 



ヒメバラモミ保護管理調査事業検討委員会委員等 

 

１ 検討委員会委員 

氏 名 職 位 等 備考

明石浩司 飯田市美術博物館 客員研究員  

浅野一男 長野県植物研究会  

井出雄二 
東京大学大学院農学生命科学研究科生圏システム学 
専攻森圏管理学研究室 教授 

 

勝木俊雄 
独立行政法人森林総合研究所群落動態研究室 
主任研究員 

 

小山泰弘 長野県林業総合センター 研究員  

曽宮和夫 環境省箱根自然環境事務所 所長  

高橋 誠 
独立行政法人森林総合研究所林木育種センター特性
評価研究室 室長 

 

田中 智 げんごろう工房 代表  

土田勝義 信州大学 名誉教授  

中山晶計 伊那市長谷総合支所 支所長  

西川浩己 山梨県森林総合研究所森林環境部 研究員  

山本千秋 (財）林業科学技術振興所 座長

吉丸博志 独立行政法人森林総合研究所森林遺伝領域 領域長  

麻生直樹 (社）ゴルファーの緑化促進協力会 専務理事  

川野康朗 中部森林管理局 計画部長  
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井上隆裕 中部森林管理局指導普及課 課長 
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野尻 靖 中部森林管理局南信森林管理署  業務第一課長 
 

 

３ 事務局 

氏 名 職 位 等 備考

栄 花  茂 （社）林木育種協会 理事長 
 

真 柴 孝 司 同上     相談役 
 

塩 﨑  實 同上     顧問 
 

工 藤 正 憲 同上     専務理事 
 

石 井 正 気 同上     参与 
 

佐 々 木 洋 同上     主任研究員 
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